
■「多文化共生ネットワーク from 
あさお」とは？

地域に住む外国人と地域市民との
交流の機会をつくり、お互いの文化を知
り、体験して地域の生活の場をより豊か
にするため、2011年に設立されました。
■具体的な活動内容は？

年に、交流会を１回、ランチカフェを
1回、ワークショップを含めた国際理
解講座を３回、著名人の講演会を１
回開催。５年目の今年は「Caféを楽し
みながら、ゆるやかな講座や交流会を
開く、新たな試みを行う予定」（代表の
野口 周子さん、メンバーのスバシンハ
貴子さん談）

川崎で頑張っている

民間団体紹介 22

取材をさせていただいた、3月1日
（日）の「インターナショナル・フェスタ」
は、ハン・チュソンさん率いるミュージカ
ルグループ「NPO法人コモンビート」
の協力で開催。来場者が“家族（グ
ループ）”を作り、踊りやゲームを通じて
交流をしました。地元の外国人による
おもてなしの「タイのタピオカスイー
ツ」、「エクアドルのコーヒーとバナナ」、

「中国のジャスミンティー」を味わった
子どもたちの表情は驚きや笑顔に変
化。「多文化」の味に会話もはずみま
した。他にも地域のサークルが中国の
太極扇、日本のどじょうすくい、日韓を
融合したよさこいアリランを披露し、来

場者は「新たな文化との出会い」をお
土産に会場を後にしました。

（取材・文：編集ボランティア 正一 努）
（写真：編集ボランティア 福地直子

多文化共生ネットワークfromあさお）

川崎市国際交流センターで行っているイベント・講座案内
下記の申し込み・問い合わせ先は国際交流センターまで（8ページ参照）

麻生市民館と協働で「多文化共生のまち あさお」を推進中!

フロム

21多文化
交差点

【たぶんかこうさてん】
災　　害時に外国人市民を支援する
「災害多言語支援センター」設置に向けて

Oi!! Tudo bem?（オイ！トゥド ベン？）みなさん、お
元気ですか？はじめまして、ハーレーです。

 私は18歳の時に、ブラジル共和国の北部・パ
ラ州というところから、仕事のために家族と一緒に
来日し、今は日本人の妻と3人の子どもたちと、川
崎市内に住んでいます。趣味はサッカーと空手で
す。サッカーをしていると、自分がブラジル人である
ことを実感することができ、空手は技術や作法だけ
でなく、日本の習慣や日本人との付き合い方など、たくさんのことを学ぶことができるので、ど

ちらも大好きです。
10年前に、川崎市を中心に、ブラジル発祥のス

ポーツ「フットメザ」を広める活動を始めました。「フッ
トメザ」はゲーム台の上で行うサッカーで、年齢・性
別などを気にすることなく、誰でも参加することがで
きます。いつでも誰とでもサッカーをしたいブラジル
人だからこそ考えついた競技だと思います。母国の
大好きな文化を、第2の母国日本に広めることがで

きるのは大きな喜びです。いつかフットメザが日本の文化として根づくといいなと思いながら
活動を続けています。

「こどもポルトガル語教室」は、妻のマホと一緒に行います。教室では、ゲームやダンス、歌などで「楽しく学ぶ」ことと、学ん
だ言葉を使って「相手に伝える」ことを大切にしています。慣れない言葉で自分の思いが伝わった時、また相手の思いが理
解できた時は本当にうれしいですね。その喜びを子どもたちに体験してもらえるように、こどもたちのポルトガル語との「はじめ
まして」が素敵な思い出となるような3日間にしたいです。みんなに会えるのを楽しみにしています! Tchau!（チャオ!）

（文：ハーレー＆マホ・タナカ）

サッカー（ゲーム）やダンス…
元気にポルトガル語を体験してみよう!

（公財）川崎市
国際交流協会の

I N S T RU C T O R

2015夏休み
こども語学教室担当
2015夏休み

こども語学教室担当

ハーレー&マホ・
タナカ先生
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教室名 時　間 対象年齢 講　師

こども英語A 午前9：50～10：50 小学１年生

こども英語B 午前11：00～正午 小学2・3・4年生

こども
ポルトガル語 午後1時～2時 5歳～10歳

（保護者入室可）

親子でクッキング 
～ハワイ料理を作ろう!～

ふれあい交流会

◎日　　時：8月8日（土） 午前11時～午後2時
◎会　　場：川崎市国際交流センター
◎定　　員：親子10組 20名
　　　　　 （定員を超えた場合は抽選）
◎参 加 費：親子で1,540円〈当日支払い〉
◎対　　象：5歳～小学4年生 親子
◎申込方法：往復はがきで申し込み　
　　　　　 ～詳しくはセンターだより7・8月合併号、HPをご覧ください～
◎しめきり：7月17日（金） 必着

夏休みこども語学講座語学講座

ハーレー・ダ・シルバ・タナカ
（ブラジル出身）
マホ・タナカ

未　　定

◎会　　場：川崎市国際交流センター
◎定　　員：各クラス15名（抽選）
◎受 講 料：各3,080円（教材費込）
◎申込方法：往復はがき（1枚につき1名、1教室）に①教室名、②名前

（参加児童）・フリガナ、③年齢、④住所、⑤日中連絡のとれ
る電話番号をご記入ください。返信のあて先には、保護者の
お名前・ご住所をお書きください。
※往復はがき以外でのご応募は無効になります

◎しめきり：7月6日（月）必着

◎期日：7月21日（火）～23日（木）

2015 インターナショナル・
フェスティバル in カワサキ

イベント

◎日時：7月5日（日）午前10時～午後4時半　
◎会場：川崎市国際交流センター
　世界の食、人、ものが集まる、センター最大のイベント!　国際交流に
取り組んでいる団体や外国人市民が活動や文化を発信します。みんな
で体験、交流し、世界を体感してください。
●世界の料理や民芸品のお店
●外国人による世界の踊りや民族楽器演奏のパフォーマンス
●ゆかた体験、お茶席、お花、多言語での読み聞かせ、ダンス（参加、体

験）など盛りだくさん!

必聴 ! クラリネット奏者 十亀正司の
『カメレオンコンサート』

コンサート

◎日　時：2015年6月13日（土）　
　午後2時～（1時半開場）　全席自由席
◎会　場：川崎市国際交流センター・ホール
◎参加費（前売）
　一般：1,540円　中高大学生：1,020円
　小学生以下：510円
　※残席あれば当日券は＋510円になります
◎申　込：受付中　　

電話、FAX、Eメール、来館（午前9時30分～午
後4時30分）にてお申し込みください。

雨天決行

秋からの講座・イベント予告

十亀正司

❶英語による国際理解講座　　❷国際文化理解講座
❸中国語による国際理解講座　❹日本語による国際理解講座
❺魅惑の音楽紀行（ブラジル・サンバパレード予定）

しょういち つとむ
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●代　表：野口 周子　
●連絡先：TEL&FAX：050-3558-6639
　　　　 Email：fromasao@gmail.com

多文化共生ネットワーク from あさお
フロム

（ポルトガル語）（ポルトガル語）

平成24年度から、公益財団法人川崎市国際交流協
会は、「外国人市民のための災害時支援」をテーマに調
査・研究事業を行ってきました。

昨年度は、一般財団法人ダイバーシティ研究所に調
査を依頼し、今年２月、「外国人市民のための災害時支
援のあり方」に対する意見交換会を開催しました。

同研究所・田村太郎代表理事より、20年前に起きた
阪神・淡路大震災から新潟中越地震、新潟中越沖地
震、東日本大震災における外国人支援活動の話を伺っ
たあと、外国人市民、NPO代表者、協会登録ボランティ
ア、協会職員がそれぞれの体験、思いを話し合いました。

参加者からは、以下のようなことが必要だという意見が
出て、地域とのつながりの重要性を再確認し、できること
を今すぐ実行していく必要性を感じる2時間でした。

●地域（図書館・市役所など行
き慣れた場所）への分かりや
すい掲示板（多言語）の設置

●避難所での食糧、物資等必
要な情報の翻訳

●「災害ボランティア」とともに
行う訓練の積み重ね

●体育館で1泊するなどの避難生活体験
●訓練を通してつくる地域コミュニティ

この意見交換会などをもとに同研究所から提言を受
け、「いつ起きるかわからない大災害」に備えて、（公財）川
崎市国際交流協会が川崎市の「災害多言語支援セン
ター」設置・運営を担うため、今後川崎市や市民ボラン
ティア、外国人市民・コミュニティとともに具体的に検討し
ていくことになります。

（取材・文：編集ボランティア　相沢 明子）
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